
木津川市国民健康保険運営協議会　会議要旨
	会議名
	平成２６年度第２回木津川市国民健康保険運営協議会

	日時
	平成２７年１月２９日(木)
午後１時３０分から午後３時００分
	場所
	木津川市役所　全員協議会室

	出席者
	委員

■：出席

□:欠席
	１号委員

（被保険者代表）
	□市川光輝 委員、■桝井惠子 委員、■尾﨑田鶴 委員

□樋垣育夫 委員、■村上惠子 委員、□中田勝彌 委員

	
	
	２号委員
(保険医・保険薬剤師代表)
	■飯田泰啓 委員、■岡村明人 委員、■若菜和雄 委員

■上林豊彦 委員、□大西　太 委員、■山口政延 委員

	
	
	３号委員

（公益代表）
	■吉田　茂 委員、■大井健司 委員、□辻　清康 委員

□山本　貢 委員、■森本茂子 委員、■森　好美 委員

	
	市理事者
	■田中副市長

	
	
	■保健福祉部　岩木部長

	
	庶務（事務局）
	（国保医療課）森保健福祉部次長兼国保医療課長、中島主幹
絹谷係長、松下主査

	傍聴者
	 なし

	議題


	１．開会
２．資格審査

３．会長あいさつ
４．市長あいさつ

５．会議録署名委員の指名

６．議事

　（１）平成２７年度木津川市国民健康保険事業計画（案）について

　（２）平成２７年度木津川市国民健康保険特別会計予算（案）について
　（３）データヘルス事業の実施について
　（４）その他

７．閉会

	会議結果要旨


	１．開会

　　　・　開会宣言
２．資格審査
・　会議成立の資格審査
３．会長あいさつ
　　　・　吉田会長あいさつ
４．市長あいさつ

　　　・　田中副市長（市長代理）あいさつ

５．会議録署名委員の指名
　　　・　協議会の定めによる会議録署名委員の指名
６．議事
（１）平成２７年度木津川市国民健康保険事業計画（案）について
・　平成２７年度木津川市国民健康保険事業計画（案）の説明
・　質疑・応答
　（２）平成２７年度木津川市国民健康保険特別会計予算（案）について

　　　　　・　平成２７年度木津川市国民健康保険特別会計予算（案）の概要説明

　　　　　・　質疑・応答
（３）データヘルス事業の実施について
　　　　・　質疑・応答

（４）その他

　　　　　・　意見及び質疑・応答

７. 閉会
・　議事終了及び議長降壇
・　閉会宣言

	会議経過要旨


	１．開会

　　　事務局が開会を宣言した。
２．資格審査

委員１８名中 １２名の出席により、会議が成立していることを確認した。
３．会長あいさつ
　　　　吉田会長が開会に際してあいさつを行った。
　　　　要旨は、次のとおり。

・　各委員には、今後とも協議会運営にあたって協力をお願いしたい。
　　　　　　・　今回の議事案件について、慎重なる審議をお願いしたい。
４．市長あいさつ

　　　河井市長の代理として田中副市長があいさつを行った。
要旨は、次のとおり。
・　今年４月からの消費税率の再引き上げが延期され、問題が山積みしている医療、介護、年金、子育て支援など、社会保障制度の拡充に向けて限られた財源をどのように活用していくかがさらなる検討課題となっている。
・　データヘルス計画に沿って、特定健康診査や診療報酬明細書などから得られるデータ分析に基づいて効率の良い保険事業を実施していく。
・　木津川市としても関係機関と協力して山積する重要課題の解決に向けて最大限の努力を続けていく。
５．会議録署名委員の指名
会議録署名委員として尾﨑委員と森本委員を指名した。
６．議事
　　　　吉田会長が議長となり議事を進行した。

　（１）　審議　平成２７年度木津川市国民健康保険事業計画（案）について

【配布資料】

　　・　平成２７年度木津川市国民健康保険事業計画（案）
【事務局説明の概要】

　　　　　　　平成２７年度木津川市国民健康保険事業を実施するにあたって、次の点を重点施策とし国保事業の運営安定化を図る。

①　国保税収納率の向上

②　適用の適正化

③　医療費の適正化
④　広域化に向けた対応準備
⑤　保健事業の推進
　　　　【主な質疑・応答】（○…質疑・意見、➤…質疑に対する応答）
○　昨年度からジェネリックの啓発を始めたが、使用率は増えているのか。
　　　　　　➤　後発医薬品利用差額通知については、平成２６年８月からおこなっており、現在のところ手元には結果が届いていない。結果が判りましたら運営協議会の場でお知らせしていきたいと考えている。
　　　　　　➤　国保広域化について、平成３０年度を目途に国保の運営主体が都道府県に移行することは確実となってきた。
　　　　【審議結果】
　　　　　　　承認
　（２）　審議　平成２７年度木津川市国民健康保険特別会計予算（案）について

【配布資料】

　　・　資料１　平成２７年度国民健康保険特別会計予算（案）（概要）について
　　・　資料２　平成２７年度国民健康保険特別会計（予算案付属資料）
【事務局説明の概要】

・　当初予算の規模は、80億1,332万円としている。対前年度で

9億972万6,000円、12.8％の増加である。

・　歳入では、国保税収は、今日の経済状況から所得の伸びが見込めないため前年度より1.6％減の16億1,500万円で算定した。また、国の支出金については、15億842万8,000円、1.3%減、府支出金は前年度並みと見込んでいる。また、共同事業交付金については、保険財政共同安定化事業交付金算定基準の変更に伴い、15億4,339万7,000円、125.3％の増となった。
・　歳出では、医療費の傾向を反映して保険給付費の増加も加味し
49億8,925万1,000円と前年度並みとした。また、共同安定化拠出金については保険財政共同安定化事業交付金算定基準の変更に伴い
16億2,638万円、136.7％の増とした。保健事業においては、後発医薬品利用差額通知や健康づくり教室等の保健事業実施に向け
1億2,275万6,000円、30.5％の増とした。
質問については、次の国保データヘルス事業とも関連することから併せて行うよう議長から提案があった。
（３）　報告　データヘルス事業について

【配布資料】

　　・　データヘルス事業の実施について（概要）
【事務局説明の概要】
　　・　データヘルス事業とは、国民健康保険被保険者のレセプトデータと特定健診結果データを用いて被保険者の疾病状況や疾病課題等を分析することにより、データに基づく国保医療費適正化対策を推進するものであ
る。
　　　木津川市においては、平成２６年４月診療以降の国民健康保険のレセプトデータについて、後発医薬品差額通知事業を通じてデータ活用の準備を図っており、今後の医療費の上昇が見込まれる中、早期に医療費の適正化を推進していく必要がある。被保険者の疾病状況・健康課題を明らかにし、医療費の上位を占めている生活習慣病（糖尿病・高血圧症・脂質異常症）を未然に防ぐための有効なアプローチについて検討するとともに、ＰＤＣＡサイクルに沿った事業展開を図ることにより、被保険者の健康寿命の延伸と医療費の削減を目指す。
　・　事業内容
　　　①平成２５年度以降の国保医療費データの活用による医療費分析
　　　②木津川市国民健康保険データヘルス計画、保健事業計画の策定
　　　③特定健診受診勧奨の実施
　　　④関西文化学術研究都市推進機構との連携による市民の健康意識を高める取り組み
　・　事業の期間
　　平成２６年度から平成２８年度までの３年間。ただし平成２９年度以降については、広域化後の状況を見据えた上で、３年間の事業成果を踏まえ、計画を見直していく。
　　　　【主な質疑・応答】（○…質疑・意見、➤…質疑に対する応答）
○　支出金について、府支出金は保険給付費の伸びが鈍化しており、前年度並みとしたのに対し、国庫支出金は減額とした理由はどうしてか。
➤　国庫支出金は見込額に対し国から交付されることになるが、もらい過ぎた分は翌年度に精算して国に返還することになる。国庫支出金の予算額は近年の返還状況を踏まえて計上したものである。
○　糖尿病重症化予防対策事業について、個人情報保護の関係でレセプトデータを用いて対象者を洗い出すことに問題はないのか。
　　　　　　➤　実施の具体的な方法については、医療機関の先生方とも話をさせていただき患者の同意のもとで事業を進めて行く形が適当ではないかと考えている。
○　病院においても保健師や栄養士が重症化にならないように指導している。要するに重症化になりそうな方をピックアップしてそこに行政が介入すると言う形になるのでは。
　　　　　　➤　行政、国民健康保険の保険者として医療機関の業務を取りに行くというようなことでは全くありません。被保険者の方の疾病を悪化させない取り組みを医療機関の先生方と連携を取らせていただいて実施していきたいと考えている。
　　　　【審議結果】
　　　　　　　承認
７．閉会

議事の終了を受けて議長が降壇し、全日程を終えて事務局が閉会を宣言した。


	その他
特記事項
	特になし
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